












 

 

 

 

 
 

【経営指針委員会】 
 

経営指針委員会は『経営指針をつくる会』修了生の希望者と受講後 3 年未満の修了生で組織

しております。これまでは経営指針をつくる会のプログラムや運営に偏った運営となっており

ましたが今期の山形同友会スローガンでもある『１０年ビジョンを描き、地域と企業の持続性を

追求しよう』を基に毎月第 3 木曜日 17 時より運営と学習会を開催しております。 

経営指針委員会の今期のスローガンは『外部環境を捉え、事業領域を考え、経営指針の実践を』

です。１、労使見解からの学びを実践で深めよう。２、定義した指標を基に企業実践を推進しよ

う。３、修了生も学べる「経営指針をつくる会」を開催する。４、委員会内での学習会は「月次

決算」をテーマとする。５、各支部の幹事候補をつくる会から育成する。の 5 大テーマで今年度

はスタートしております。 

 

今年は感染症の影響もあり『第 25 期経営指針をつくる会』は 8 月 1 日の開講となりました。

今年度は受講生 6 名の参加で第 1 講がスタートしており修了生も 33 名の参加で口火を切りま

した。昨年同様講義は山形大学大学院理工学研究科ものづくり技術経営学専攻選考長小野浩幸

教授より『同友会らしい経営指針の確立』と題し講義をいただき、午後は菅原代表理事より『労

使見解について学ぶ』と題し講義をしていただきました。受講生にとっては入会間近の方もいま

したが身が引き締まる、中小企業家同友会らしい第 1 講となったのではないかと思います。そ

の後グループ討論を経て初日で今の想いをシートに表すために夜遅くまで受講生は経営理念を

練りだし、修了生はそんな受講生に寄り添い互いに学びの深い 1 日になった。これまで通りに

いかない事もあったが出来うることをしっかりとできた第 1 講でした。第 2 講も 10 年ビジョ

ン検討のための修了生を含めたワークショップ型にすることで受講生は自社の将来を考え、修

了生は自社に戻り社員と共に考えるいい機会となったのではないでしょうか？ 

第 3 講以降も受講生だけでなく参加する修了生にも学びを深める『第 25 期経営指針をつくる

会』にしてまいりますので修了生の皆さんからのたくさんの参加をお待ちしております。 

 

第 3 講は 10 月 8 日木曜日中同協経営労働委員会副委員長（株）山田製作所山田茂会長を迎

え講義をいただきます。経営指針成文化と実践の手引きや働く環境づくりの手引きなどの監修

も手掛けたミスター同友会の講義を基に経営方針の作成と検討、労使見解、経営方針作成のため

の自社分析、同友会の真髄を学ぶ会としたいと思います。 

第４講は11月21日土曜日奥山経営センター税理士奥山亨氏から講義をいただき財務の構築、

理念から計画までの整合性、財務体質の強化を中心に学びます。 

第 5 講は 12 月 17 日木曜日経営理念の追求、行動につながる経営指針の検討、組織づくりを

学び株式会社フロットの五十嵐取締役に人材育成、組織の視点についての講義をしていただき

ます。 

2021 年 1 月 21 日は発表会が開催されます。 
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